
3
月
14
日
か
ら
特
別
展
「
マ
ダ
ガ
ス
カ
ル 

霧
の
森
の
く
ら
し
」

が
開
催
さ
れ
ま
す
。

ザ
フ
ィ
マ
ニ
リ
の
人
た
ち
の
く
ら
し
と
木
彫
り
作
品
を
つ
う
じ
て
、

生
活
に
息
づ
く
技
術
や
伝
承
に
つ
い
て
考
え
る
展
示
で
す
。

ユ
ネ
ス
コ
無
形
文
化
遺
産
に
指
定
さ
れ
た
、
ザ
フ
ィ
マ
ニ
リ
の
人

た
ち
の
木
彫
り
。
そ
の
代
表
が
、
幾
何
学
模
様
を
彫
り
こ
ん
だ

組
み
た
て
式
椅
子
で
す
。
幾
何
学
模
様
は
も
と
も
と
木
造
家
屋

に
彫
ら
れ
て
い
た
も
の
で
、
椅
子
の
様
式
は
20
世
紀
に
ア
フ
リ
カ

大
陸
部
か
ら
と
り
入
れ
ら
れ
ま
し
た
。

い
ま
シ
ョ
ッ
プ
で
は
、
こ
の
ザ
フ
ィ
マ
ニ
リ
の
木
彫
り
の
椅
子
の

予
約
製
作
販
売
を
承
っ
て
お
り
ま
す
（
数
量
限
定
）。
実
物
を

シ
ョ
ッ
プ
に
展
示
し
て
お
り
ま
す
。

予
約
方
法
等
に
つ
い
て
の
詳
細
は
シ
ョ
ッ
プ
ス
タ
ッ
フ
に
お
問
い

合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

特
別
展

「
マ
ダ
ガ
ス
カ
ル 

霧
の
森
の
く
ら
し
」

マ
ダ
ガ
ス
カ
ル
の
東
に
広
が
る
熱
帯
雨
林
か
ら
、
山

を
の
ぼ
っ
て
標
高
1
0
0
0
メ
ー
ト
ル
あ
ま
り
。
そ

こ
に
あ
る
霧
の
森
で
は
、
人
び
と
が
森
に
寄
り
そ
っ

て
く
ら
し
て
い
ま
す
。
釘
を
使
わ
ず
建
て
ら
れ
、
幾

何
学
的
な
意
匠
が
刻
ま
れ
た
木
造
家
屋
。
な
ん
の

変
哲
も
な
い
静
か
な
く
ら
し
に
伝
わ
る
、
霧
の
森
の

も
の
づ
く
り
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

会
期　

3
月
14
日
（
木
）
〜
6
月
11
日
（
火
）

「
や
っ
ぱ
り
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
―
春
の
み
ん
ぱ
く

フ
ォ
ー
ラ
ム
2
0
1
3
」

会
期　

3
月
23
日（
土
）
ま
で

多
様
な
歴
史
・
文
化
・
信
仰
か
ら
生
み
出
さ
れ
た
生

活
様
式
、
近
代
の
産
業
化
を
可
能
に
し
た
労
働
の
か

た
ち
、
現
代
の
グ
ロ
ー
バ
ル
化
に
よ
る
人
の
移
動
と

文
化
の
交
流
が
生
み
出
す
創
造
力
。
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
の

魅
力
を
さ
ま
ざ
ま
な
イ
ベ
ン
ト
を
通
し
て
ご
紹
介
し

ま
す
。

会
場　
国
立
民
族
学
博
物
館 

講
堂

時
間　

13
時
30
分
〜
15
時
（
13
時
開
場
）

定
員　
4
5
0
名
（
当
日
先
着
順
）

参
加
費　
無
料
（
展
示
を
ご
覧
に
な
る
方
は
、
観
覧
料
が
必
要
で
す
）

国立民族学博物館友の会　電話  06-6877-8893（平日9時～ 17時）　FAX  06-6878-3716  
 http://www.senri-f.or.jp/      e-mail minpakutomo@senri-f.or.jp

電話  06-6876-3112
FAX  06-6876-0875
e-mail shop@senri-f.or.jp
水曜日定休

ウェブサイトもご覧ください。
オンラインショップ
「World Wide Bazaar」

http://www.senri-f.or.jp/shop/

み
ん
ぱ
く
ゼ
ミ
ナ
ー
ル

友の会

国立民族学博物館
ミュージアム・ 
ショップ

◆
パ
ン
セ
ミ
ナ
ー
（
全
4
回
）

小
麦
と
ラ
イ
麦
は
世
界
の
食
文
化
の
中
で
大
切
な

穀
物
で
す
。
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
で
は
多
様
な
形
態
の
パ
ン

と
し
て
広
く
利
用
さ
れ
て
い
ま
す
。
こ
の
パ
ン
と

ヨ
ー
ロ
ッ
パ
の
文
化
と
の
関
係
を
フ
ィ
ン
ラ
ン
ド
、

ル
ー
マ
ニ
ア
、
ド
イ
ツ
、
イ
タ
リ
ア
の
専
門
家
が
語

り
ま
す
。

▼
第
3
回　

2
月
23
日
（
土
）

「
ド
イ
ツ
の
パ
ン
―
地
方
の
特
徴
、
そ
し
て
伝
説
」

講
師　

森
明
子
（
国
立
民
族
学
博
物
館 

教
授
）

▼
第
4
回　

3
月
9
日
（
土
）

「
イ
タ
リ
ア
の
日
常
生
活
と
パ
ン
」

講
師　
宇
田
川
妙
子
（
国
立
民
族
学
博
物
館 

准
教
授
）

各
回
と
も

時
間　

14
時
30
分
〜
16
時
（
受
付
開
始
14
時
15
分
）

会
場　

国
立
民
族
学
博
物
館  

食
堂
（
本
館
1
階
）

参
加
費　
一
人
あ
た
り
5
0
0
円

対
象　

中
学
生
以
上

　
　
　
（
お
子
様
の
同
伴
は
ご
遠
慮
く
だ
さ
い
）

定
員　
一
回
に
つ
き
40
名

※
有
料
、
要
申
込

申
込
締
切

　

第
3
回
、
第
4
回　

2
月
8
日
（
金
）

◆
み
ん
ぱ
く
ゼ
ミ
ナ
ー
ル

左
の
ペ
ー
ジ
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

◆
み
ん
ぱ
く
ウ
ィ
ー
ク
エ
ン
ド
・
サ
ロ
ン

詳
細
は
本
誌
24
ペ
ー
ジ
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

以
上
フ
ォ
ー
ラ
ム
に
つ
い
て
の
申
し
込
み
、
お
問
い
合
わ
せ
先

　
　

広
報
企
画
室 

企
画
連
携
係

　
　

電
話　

0
6
・
6
8
7
8
・
8
2
1
0

国
際
研
究
フ
ォ
ー
ラ
ム

「
バ
ル
ト
海
周
辺
地
域
の
日
本
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
Ⅲ
」

日
時　

①
2
月
2
日
（
土
）
10
時
30
分
〜
16
時
45
分

　
　
　
　
（
開
場
10
時
）

　
　
　

②
2
月
3
日
（
日
）
10
時
30
分
〜
16
時
30
分

　
　
　
　
（
開
場
10
時
）

会
場　

第
4
セ
ミ
ナ
ー
室

定
員　

60
名

※
参
加
無
料
、
申
込
不
要
、
同
時
通
訳
あ
り

マ
ダ
ガ
ス
カ
ル
　
ザ
フ
ィ
マ
ニ
リ
の
椅
子

主
催
催
物
の
案
内
希
望
の
有
無
（
次
の
①
〜
③
の
う

ち
希
望
す
る
番
号
▼
①
講
演
会
を
含
む
民
博
主
催
の

催
物
の
案
内
を
希
望
す
る
／
②
講
演
会
の
み
の
案

内
を
希
望
す
る
／
③
い
ず
れ
の
案
内
も
希
望
し
な

い
）
を
書
い
て
、
ハ
ガ
キ
、
Ｆ
Ａ
Ｘ
、
メ
ー
ル
に
て

左
記
「
研
究
協
力
係
」
ま
で
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

Ｆ
Ａ
Ｘ　

0
6
・
6
8
7
8
・
8
4
7
9

E-m
ail : ko

enkai@
id

c.m
inp

aku.ac.jp

お
問
い
合
わ
せ
先

　
　

研
究
協
力
課　

研
究
協
力
係

　
　

電
話　

0
6
・
6
8
7
8
・
8
2
0
9

●
展
示
場
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
の
お
知
ら
せ

本
館
展
示
場
「
日
本
の
文
化
」
展
示
の
う
ち
「
祭
り

と
芸
能
」
と
「
す
ま
い
と
く
ら
し
」
の
一
部
が
こ
の

3
月
に
新
し
く
生
ま
れ
変
わ
り
ま
す
。
そ
れ
に
伴

い
、「
日
本
の
文
化
」
展
示
全
体
が
工
事
の
た
め
閉

鎖
さ
れ
ま
す
。

閉
鎖
期
間　

3
月
21
日
（
木
）
ま
で

※
イ
ベ
ン
ト
や
刊
行
物
に
つ
い
て
、
く
わ
し
く
は
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
を
ご
覧
い
た
だ
く
か
、
広
報
係
を
と
お
し
て
お
問

い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

※
電
話
で
の
お
問
い
合
わ
せ
の
受
付
時
間
は
9
時
か
ら

17
時
（
土
日
祝
を
除
く
）
で
す
。

友
の
会
講
演
会
（
大
阪
）

会
場　
国
立
民
族
学
博
物
館　
第
5
セ
ミ
ナ
ー
室

定
員　

96
名
（
当
日
先
着
順
、
会
員
証
提
示
）

第
4
1
7
回　

3
月
2
日
（
土
）
14
時
〜
15
時

フ
ィ
ー
ル
ド
ワ
ー
ク
を
語
る

ヨ
ソ
モ
ノ
が
感
じ
、
考
え
た
こ
と

講
師　
小
林
繁
樹
（
国
立
民
族
学
博
物
館 

教
授
）

ニ
ュ
ー
ギ
ニ
ア
の
贈
物
交
換
活
動
と
ヤ
ッ
プ
島
の
サ
ァ
と
い
う
情

報
伝
達
に
つ
い
て
の
調
査
が
、
私
の
最
初
の
研
究
課
題
で
し
た
。

「
人
は
何
を
、
ど
の
よ
う
に
伝
え
あ
っ
て
い
る
の
か
」
と
い
う
問

い
に
つ
い
て
、
ヨ
ソ
モ
ノ
が
調
査
に
お
い
て
遭
遇
し
た
エ
ピ
ソ
ー

ド
を
交
え
な
が
ら
お
話
し
ま
す
。

第
4
1
8
回　

4
月
6
日
（
土
）
14
時
〜
15
時

特
別
展
「
マ
ダ
ガ
ス
カ
ル 

霧
の
森
の
く
ら
し
」
関
連

マ
ダ
ガ
ス
カ
ル
中
央
高
地
の
ザ
フ
ィ
マ
ニ
リ
文
化

講
師　
飯
田
卓
（
国
立
民
族
学
博
物
館 

准
教
授
）

ア
フ
リ
カ
地
域
に
あ
り
な
が
ら
、
東
南
ア
ジ
ア
か
ら
の
文
化
的
影

響
も
受
け
て
き
た
マ
ダ
ガ
ス
カ
ル
島
。
そ
う
聞
く
と
エ
キ
ゾ
チ
ッ

ク
な
よ
う
で
す
が
、
ど
こ
か
し
ら
日
本
の
山
村
を
思
わ
せ
る
よ
う

な
一
面
も
あ
り
ま
す
。
霧
の
森
に
く
ら
す
ザ
フ
ィ
マ
ニ
リ
の
人
び

と
を
紹
介
し
ま
す
。

東
京
講
演
会

会
場　
Ｊ
Ｉ
Ｃ
Ａ
市
ヶ
谷
ビ
ル 

セ
ミ
ナ
ー
ル
ー
ム
6
0
0

定
員　

80
名
（
要
申
込
）

第
1
0
5
回　

3
月
30
日
（
土
）
14
時
〜
16
時

特
別
展
「
マ
ダ
ガ
ス
カ
ル　
霧
の
森
の
く
ら
し
」
関
連

何
処
に
で
も
あ
る
何
処
に
も
な
い
世
界　
マ
ダ
ガ
ス
カ
ル

講
師　
深
澤
秀
夫
（
東
京
外
国
語
大
学 

教
授
）

　
　
　
飯
田
卓
（
国
立
民
族
学
博
物
館 

准
教
授
）

マ
ダ
ガ
ス
カ
ル
に
は
イ
ン
ド
洋
を
行
き
交
っ
た
ア
ジ
ア
、
ア
フ
リ
カ
、

ア
ラ
ブ
、
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
の
人
び
と
の
一
千
年
余
り
の
「
記
憶
」
が
随

所
に
刻
ま
れ
て
い
ま
す
。
言
葉
や
生
活
文
化
を
丁
寧
に
よ
み
と
く

こ
と
で
、
文
献
に
は
記
さ
れ
て
い
な
い
そ
の
歴
史
に
せ
ま
り
ま
す
。

みんぱくホームページ　http://www.minpaku.ac.jp/ 電話でのお問い合わせ　06 - 6878 - 8560（本館 広報係）

国
際
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム

「
モ
ン
ゴ
ル
国
に
お
け
る
鉱
業
開
発
の
諸
問
題

―
歴
史
的
視
点
か
ら
」

日
時　

2
月
15
日
（
金
）　

10
時
〜
18
時

会
場　

第
4
セ
ミ
ナ
ー
室

※
参
加
無
料
、
要
申
込
、
同
時
通
訳
あ
り

国
際
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム

「
布
を
使
う
人
、
布
に
包
ま
れ
る
か
ら
だ
」

日
時　

2
月
23
日
（
土
）　

10
時
〜
17
時

会
場　

第
4
セ
ミ
ナ
ー
室

※
参
加
無
料
、
要
申
込
、
同
時
通
訳
あ
り

国
際
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム

「E
xh

ib
itin

g
 C

u
ltu

re
s: C

o
m

p
ara

tive 
Persp

ectives from
 Jap

an and Europ
e

」

（
和
題：
文
化
を
展
示
す
る
こ
と

―
日
本
と
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
の 

遠
近
法
を
考
え
る
―
）

日
時　

3
月
17
日
（
日
）　

10
時
〜
17
時

会
場　

第
4
セ
ミ
ナ
ー
室

※
参
加
無
料
、
要
申
込
、
同
時
通
訳
あ
り

み
ん
ぱ
く
公
開
講
演
会

「
な
ん
だ
？ 

日
本
の
文
化
っ
て

―
芸
能
か
ら
Ｍ
Ａ
Ｎ
Ｇ
Ａ
ま
で
」

今
回
の
講
演
会
で
は
、
沖
縄
と
日
本
本
土
の
民
俗
文

化
が
複
雑
に
交
わ
る
奄
美
の
芸
能
・
音
楽
と
、
香
港

と
台
湾
に
お
け
る
日
本
の
大
衆
文
化
（
漫
画
な
ど
）

の
受
容
を
題
材
に
し
て
、
日
本
文
化
の
境
界
や
ダ
イ

ナ
ミ
ズ
ム
を
問
い
直
す
講
演
を
お
こ
な
い
ま
す
。

日
時　

3
月
22
日
（
金
）
18
時
30
分
〜
20
時
45
分

　
　
　
（
17
時
30
分
開
場
）

会
場　

オ
ー
バ
ル
ホ
ー
ル
（
大
阪
市
北
区
梅
田

　
　
　

毎
日
新
聞
社
ビ
ル
地
下
1
階
）

定
員　

4
8
0
名
（
先
着
順
）

※
手
話
通
訳
あ
り

※
参
加
無
料
、
要
申
込

参
加
申
込
方
法

―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―

「
3
月
22
日
公
開
講
演
会
参
加
」
と
明
記
の
上
、
氏

名
・
郵
便
番
号
・
住
所
・
電
話
番
号
・
今
後
の
民
博

刊行物紹介
■坂本龍一・塚田健一・川瀬慈・分藤大翼 他 著
『Traditional Music in Africa

（schola第11巻『アフリカの伝統音楽』）』
Commons　定価：8 ,925円
この本ではアフリカの伝統音楽
を「ミニマル・ミュージック」と
いう新たな観点からとらえ、あ
る種のポストモダンな音の世界
として提示しました。添付CDに
は、日本ではまだ紹介されたこ
とのない、研究者によるアフリ
カでの貴重なフィールドレコー
ディングも含まれています。

第
4
1
8
回　

3
月
16
日（
土
）

【「
春
の
み
ん
ぱ
く
フ
ォ
ー
ラ
ム
2
0
1
3
」関
連
】

家
族
の
今

―
イ
タ
リ
ア
の
事
例
か
ら
考
え
る

講
師　
宇
田
川
妙
子
（
国
立
民
族
学
博
物
館 

准
教
授
）

現
在
、
先
進
国
で
は
ど
こ

で
も
少
子
化
と
高
齢
化
の

問
題
が
深
刻
化
し
、
様
々

な
レ
ベ
ル
で
家
族
関
係
を

考
え
直
そ
う
と
す
る
機
運

が
高
ま
っ
て
い
ま
す
。
な

か
で
も
日
本
の
状
況
と
よ

く
似
て
い
る
イ
タ
リ
ア
の

家
族
事
情
を
紹
介
し
な
が

ら
、
家
族
の
こ
れ
か
ら
を

考
え
ま
す
。

祖
母
の
兄
に
教
え
ら
れ
な
が
ら
ブ
ド
ウ

収
穫
を
手
伝
う
子
供

販売価格　2万円（予定）

第
4
1
7
回　

2
月
16
日（
土
）

【「
春
の
み
ん
ぱ
く
フ
ォ
ー
ラ
ム
2
0
1
3
」関
連
】

変
わ
る
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
の
言
語
地
図

―
多「
言
語
」社
会
か
ら「
多
言
語
」社
会
へ

講
師　
庄
司
博
史
（
国
立
民
族
学
博
物
館 

教
授
）

20
世
紀
後
半
以
降
ヨ
ー

ロ
ッ
パ
の
多
く
の
国
で
は
、

移
民
の
増
加
や
地
域
的
少

数
言
語
運
動
の
活
発
化
に

よ
り
、さ
ま
ざ
ま
こ
と
ば
が

社
会
の
な
か
で
顕
在
化
し

は
じ
め
て
い
ま
す
。
ヨ
ー

ロ
ッ
パ
発
祥
の
一
国
一
言
語

主
義
は
ど
こ
に
む
か
う
の

で
し
ょ
う
か
。

大
統
領
選
挙
も
多
言
語
で
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン

（
ヘ
ル
シ
ン
キ
）

12   13    2013 年 2月号


